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― 1 ― 大嘗祭

大
嘗
祭

　
　
―
陪
膳
采
女
の
作
法
と
祝
詞
を
中
心
に
―

岡
田
莊
司

　
　
　

は
じ
め
に

　

九
十
年
前
、昭
和
の
大
嘗
祭
に
あ
た
り
、折
口
信
夫
は
本
誌
に
お
い
て
、

中
央
の
神
座
（
寝
座
）
は
天
皇
が
資
格
完
成
の
た
め
に
物
忌
を
す
る
場
所

で
あ
り
、神
話
に
見
え
る
真
床
覆
衾
を
か
ぶ
り
、こ
れ
を
取
り
除
い
た
時
、

「
完
全
な
天
子
様
（
天
皇
）」
に
な
ら
れ
る
と
論
じ
ら
れ
た
。
昭
和
の
寝
座

秘
儀
説
（
マ
ト
コ
オ
フ
ス
マ
論
）
の
は
じ
ま
り
で
あ
る
。

　

・�

本
誌
三
十
四
巻
十
一
号（
昭
和
三
年
十
一
月
、御
大
礼
奉
祝
号
・
下
）、

折
口
信
夫
「
大
嘗
祭
の
本
義
な
ら
び
に
風
俗
歌
と
真
床
覆
衾
」

　

昭
和
の
戦
後
、
こ
の
学
説
は
当
時
流
行
し
て
い
た
オ
カ
ル
ト
ブ
ー
ム
も

手
伝
っ
て
、
無
批
判
に
学
問
世
界
に
拡
散
し
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
平
安

時
代
・
中
世
の
記
録
に
は
、
ど
こ
に
も
そ
う
し
た
秘
儀
説
は
書
か
れ
て
お

ら
ず
、
も
っ
ぱ
ら
神
饌
の
御
供
進
と
直
会
が
重
要
で
あ
る
と
記
録
さ
れ
て

い
る
。

　

三
十
年
前
、
平
成
の
大
嘗
祭
に
際
し
て
、
拙
論
で
は
寝
座
は
大
神
が
来

臨
し
泊
ま
ら
れ
る
神
の
座
で
あ
り
、
天
皇
と
い
え
ど
も
入
る
こ
と
の
で
き

な
い
「
見
立
て
の
座
」
で
あ
る
と
論
じ
た
。

　

天
皇
が
御
飯
・
御
酒
を
い
た
だ
く
直
会
の
作
法
で
は
、
大
神
に
対
し
て

天
皇
は
頭
を
低
く
下
げ
、
下
位
の
者
の
作
法
で
あ
る
称
唯
（
上
位
の
者
に



國學院雜誌　第 120 巻第 11 号（2019年） ― 2 ―

対
し
て
応
答
す
る
作
法
で
、
オ
オ
と
い
う
）
を
し
て
恭
敬
の
態
度
を
示
し

て
い
る
（『
江
家
次
第
』『
天
仁
大
嘗
会
記
』）。
こ
れ
は
大
神
と
天
皇
と
の

間
に
、
侵
す
こ
と
が
で
き
な
い
上
下
関
係
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
、
折
口
信

夫
の
寝
座
秘
儀
説
を
否
定
し
た
。

　

・�

本
誌
九
十
巻
七
号
（
平
成
元
年
七
月
）、
岡
田
「
真
床
覆
衾
と
〝
國

學
院
流
神
道
〟」

　

・�

本
誌
九
十
巻
十
二
号
（
平
成
元
年
十
二
月
）、
岡
田
「
大
嘗
祭
―
〝
真

床
覆
衾
〟
論
と
寝
座
の
意
味
」

　

こ
の
ほ
か
、
本
誌
創
刊
一
〇
〇
〇
号
記
念
、
九
十
一
巻
七
号
「
特
集　

大
嘗
祭
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」（
平
成
二
年
七
月
）
は
、
松
前
健
は
じ
め
國

學
院
の
院
友
研
究
者
を
含
め
た
、
学
問
集
成
の
成
果
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ

う
。

　

三
十
年
前
の
論
議
に
つ
い
て
は
、
近
著
の
第
一
部
に
収
録
し
た
（『
大

嘗
の
祭
り
』
学
生
社
、
平
成
二
年
の
再
録
）。
そ
の
後
の
本
誌
所
収
論
考

と
新
稿
を
加
え
て
、
第
二
部
に
収
め
た（

（
（

。
ま
た
、
最
近
の
研
究
で
は
、
斎

藤
英
喜
は
折
口
信
夫
の
昭
和
初
期
に
お
け
る
「
神
道
学
者
」
と
し
て
の
時

代
性
を
論
じ（

（
（

、
塩
川
哲
朗
は
折
口
マ
ト
コ
オ
フ
ス
マ
論
の
論
議
の
展
開
に

つ
い
て
、
詳
細
な
検
討
を
行
っ
て
い
る（

（
（

。
さ
ら
に
令
和
に
入
り
、
牟
禮
仁

は
大
嘗
祭
論
議
の
集
成
を
刊
行
し
た（

（
（

。

　

本
誌
の
論
考
は
、
わ
た
し
に
と
っ
て
思
い
出
深
い
発
信
の
場
に
な
っ
て

い
る
。
今
で
は
厳
し
い
批
判
は
過
去
の
も
の
と
な
っ
た
。
以
上
の
前
史
を

顧
み
な
が
ら
、
本
稿
で
は
、
こ
の
三
十
年
の
大
嘗
祭
研
究
に
漏
れ
た
事
項

と
、
補
足
す
べ
き
事
項
を
と
り
あ
げ
、
論
究
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
　
　

一
、
大
化
前
代
の
新
嘗
・
屯
田
と
神
郡
・
新
嘗
斎
郡

　

大
嘗
祭
の
原
形
で
あ
る
畿
外
国
郡
の
卜
定
を
伴
う
新
嘗
は
、
天
武
二
年

（
六
七
三
）
に
は
じ
ま
る
。
こ
の
時
、
悠
紀
・
主
基
の
郡
司
（
評
督
ら
）

と
人
夫
に
賜
禄
が
あ
っ
た（

（
（

。
平
安
時
代
の
記
録
『
儀
式
』『
延
喜
式
』
な

ど
に
よ
る
と
、
悠
紀
・
主
基
二
郡
の
斎
田
か
ら
収
穫
さ
れ
る
稲
米
の
刈
り

取
り
か
ら
、
上
京
と
都
の
斎
場
ま
で
、
諸
儀
の
先
頭
で
奉
仕
し
た
の
は
、

斎
郡
の
造
酒
児
と
呼
ば
れ
る
神
聖
な
女
性
で
あ
る
。
彼
女
は
地
方
豪
族
の

系
譜
を
ひ
く
郡
の
大
領
・
少
領
の
子
女
、
未
婚
の
女
性
の
な
か
か
ら
卜
定

で
選
ば
れ
た
。

　

一
方
、
大
嘗
祭
の
核
心
は
、
天
皇
に
よ
る
神
饌
の
供
進
で
あ
り
、
そ
の

介
添
を
し
、
食
膳
を
大
神
に
供
え
る
最
後
の
所
作
に
つ
い
て
も
、
後
述
の

と
お
り
、
郡
司
の
子
女
出
身
で
あ
る
采
女
が
奉
仕
し
た
。
天
皇
か
ら
大
神

へ
の
食
膳
奉
仕
の
最
初
と
最
後
に
お
い
て
、
造
酒
児
・
采
女
と
い
う
、
と

も
に
古
代
地
方
豪
族
出
身
の
郡
司
の
子
女
が
担
当
し
て
い
る
こ
と
は
重
要

で
あ
る
。
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最
初
に
大
化
前
代
の
新
嘗
の
形
態
を
伝
え
る
文
献
二
題
を
と
り
あ
げ
た

い
。

　

新
嘗
を
寿
ぐ
宮
廷
歌
謡
が
『
古
事
記
』
の
「
雄
略
記
」
に
収
め
ら
れ
て

い
る
。
雄
略
天
皇
の
新
嘗
の
豊
明
の
酒
宴
の
席
で
、
伊
勢
の
三
重
采
女
が

献
上
し
た
大
御
酒
の
な
か
に
槻
（
欅
）
の
落
ち
葉
が
入
っ
た
こ
と
を
、
天

皇
は
怒
っ
た
が
、
采
女
は
寿
歌
を
奏
し
て
罪
を
許
さ
れ
る
。
そ
の
寿
歌
に

は
、
景
行
天
皇
の
都
宮
で
あ
る
「
纏
向
日
代
宮
は
朝
日
の
日
照
る
宮
、
夕

日
の
日
駈
け
る
宮
、
竹
根
の
根
足
る
宮
、
木
根
の
根
延
る
宮
」
で
あ
り
、

桧
造
り
の
「
爾
比
那
閇
夜
」（
新
嘗
屋
）
の
そ
ば
に
茂
っ
た
槻
の
枝
は
、

上
枝
は
天
（
高
天
原
）
を
覆
い
、
中
枝
は
東
（
東
国
）
を
覆
い
、
下
枝
は

鄙
（
地
方
・
畿
外
）
を
覆
う
こ
と
で
、
上
中
下
の
枝
葉
は
そ
れ
ぞ
れ
引
き

継
が
れ
、
采
女
の
捧
げ
る
杯
（
盞
）
へ
落
ち
た
こ
と
を
、
天
皇
へ
の
寿
歌

と
し
て
奏
し
た
。
国
土
平
定
を
す
す
め
た
景
行
天
皇
の
宮
都
で
あ
る
纒
向

宮
と
雄
略
天
皇
の
長
谷
（
初
瀬
朝
倉
）
宮
に
お
け
る
新
嘗
の
宮
廷
寿
歌
と

な
っ
て
語
り
継
が
れ
て
き
た
。

　

そ
の
都
宮
（
纏
向
）
か
ら
、
そ
う
遠
く
な
い
場
所
に
、
天
皇
供
膳
と
祭

祀
の
た
め
の
稲
・
粟
を
生
産
す
る
「
倭
の
屯
田
」
が
営
ま
れ
た
。
新
嘗
の

始
原
は
、
高
天
原
に
お
け
る
天
上
の
御
田
に
、
粟
・
稗
・
麦
・
豆
を
も
っ

て
陸
田
種
子
と
し
、
稲
を
水
田
種
子
と
し
、
天
邑
君
を
定
め
、
始
め
て
天

狭
田
・
長
田
に
殖
え
ら
れ
た
（『
日
本
書
紀
』
神
代
第
五
段
十
一
）。
天
照

大
神
は
神
勅
を
下
さ
れ
、葦
原
瑞
穂
国
は
皇
御
孫
命
の
治
め
る
国
で
あ
り
、

こ
の
地
に
「
吾
が
高
天
原
に
き
こ
し
め
す
斎
庭
の
穂
を
以
て
、
亦
吾
が
児

に
ま
か
せ
ま
つ
る
べ
し
」（『
日
本
書
紀
』
神
代
第
九
段
二
）
と
仰
せ
出
さ

れ
て
御
自
ら
営
む
御
田
の
稲
穂
を
く
だ
さ
れ
た
。
天
照
大
神
が
直
轄
さ
れ

る
天
上
の
御
田
を
地
上
に
再
現
し
た
の
が
「
倭
の
屯
田
」
で
あ
る
。

　

新
嘗
の
た
め
、
稲
・
粟
を
生
育
す
る
「
倭
の
屯
田
」
は
「
纏
向
玉
城
宮

御
宇
」（
垂
仁
天
皇
）
の
世
に
、「
太
子
大
足
彦
尊
に
科
せ
て
倭
の
屯
田
を

定
め
し
め
た
ま
ふ
、
是
の
時
に
勅
旨
あ
り
て
、
凡
そ
倭
の
屯
田
は
、
毎
に

御
宇
す
帝
皇
の
屯
田
な
り
、
其
れ
帝
皇
の
子
と
雖
も
、
御
宇
す
に
非
ず
は

掌
る
こ
と
得
じ
、
と
の
た
ま
ひ
き
」（『
日
本
書
紀
』「
仁
徳
天
皇
即
位
前

紀
」）
と
あ
り
、
皇
御
孫
命
で
あ
る
天
皇
に
付
属
す
る
田
で
あ
る
こ
と
を

伝
え
て
い
る
。
そ
れ
は
聖
別
さ
れ
た
特
別
の
田
と
さ
れ
、
奈
良
時
代
以
降

「
倭
の
屯
田
」
は
、
宮
内
省
管
轄
の
官
田
と
し
て
畿
内
の
各
所
に
営
ま
れ

た
（『
養
老
田
令
』
≲
36
条
≳
）。

　
　

�

天
上
「
天
狭
田
・
長
田
」
⇒
大
和
の
「
倭
の
屯
田
」
⇒
大
宝
令
「
御

田
」
⇒
養
老
令
「
官
田
」

　

こ
の
「
倭
の
屯
田
」
に
系
譜
を
引
く
官
田
の
稲
穀
と
粟
は
、
十
月
に
な

る
と
宮
内
省
管
下
の
大
炊
寮
に
収
納
さ
れ
た
。
供
御
の
稲
粟
は
、「
凡
そ
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省
営
田
の
収
納
帳
、
官
よ
り
省
に
下
ら
ば
、
す
な
は
ち
大
炊
寮
を
し
て
年

中
の
供
御
の
稲
・
糯
・
粟
等
の
数
を
支
度
し
て
省
に
申
さ
し
め
よ
、
省
す

な
は
ち
官
に
申
し
、
官
、
符
を
民
部
省
に
下
し
、
充
て
奉
れ
、
中
宮
・
東

宮
も
ま
た
同
じ
く
せ
よ
」（『
延
喜
宮
内
省
式
』
≲
53
≳
）
と
あ
り
、「
凡

そ
供
御
の
稲
米
・
粟
米
は
舂
き
備
へ
て
、
日
別
に
内
膳
司
に
送
れ
、
中
宮

も
ま
た
同
じ
く
せ
よ
、
た
だ
し
東
宮
は
主
膳
監
に
送
れ
」（『
延
喜
大
炊
寮
式
』

≲
27
≳
）
と
、
供
御
の
米
は
、
大
炊
寮
か
ら
毎
日
、
内
膳
司
に
送
ら
れ
、

天
皇
の
食
膳
に
用
意
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
供
御
用
の
官
田
の
稲
粟
は
、

六
月
・
十
二
月
神
今
食
と
新
嘗
の
祭
祀
に
も
用
い
ら
れ
た
。

　

記
紀
神
話
に
語
ら
れ
、
天
下
国
土
の
領
域
統
治
に
関
係
し
た
神
々
で
あ

る
天
神
・
国
神
は
、
畿
外
の
神
郡
神
社
に
配
置
さ
れ
、
さ
ら
に
天
社
・
地

（
国
）
社
に
祀
ら
れ
た
。
孝
徳
朝
の
大
化
五
年
（
六
四
九
）、
伊
勢
度
会
・

多
気
郡
と
常
陸
鹿
島
郡
と
に
神
郡
（
神
評
）
が
設
定
さ
れ
た
（『
皇
太
神

宮
儀
式
帳
』『
常
陸
国
風
土
記
』）。こ
の
時
、伊
勢
・
鹿
島
の
ほ
か
、香
取
・

安
房
・
出
雲
・
紀
伊
日
前
・
筑
前
宗
像
の
特
定
神
社
に
八
神
郡
が
確
定
し

た
と
推
定
さ
れ
、
つ
い
で
全
国
的
な
郡
（
評
）
制
が
施
行
さ
れ
た
。

　

こ
れ
ら
は
、
七
世
紀
後
半
の
祭
祀
制
の
東
西
基
本
軸
（
東
西
の
伊
勢
大

神
宮
・
杵
築
大
社
と
畿
内
中
央
の
大
神
神
社
）に
据
え
ら
れ
体
系
化
さ
れ
、

東
方
に
は
、
東
北
経
営
の
た
め
の
、
太
平
洋
東
海
上
ル
ー
ト
（
伊
勢
大
神

宮
と
安
房
神
社
・
香
取
神
宮
・
鹿
島
神
宮
）、西
方
に
は
、大
陸
と
の
交
流
・

防
衛
の
た
め
の
、
瀬
戸
内
海
西
海
上
ル
ー
ト
（
畿
内
住
吉
神
社
・
日
前
国

懸
神
社
と
宗
像
神
社
）
と
が
組
み
込
ま
れ
、
天
武
朝
以
降
、
畿
内
の
神
々

を
中
心
に
、「
天
社
・
国
（
地
）
社
」
制
を
編
成
し
、
班
幣
祭
祀
を
中
核

と
し
た
律
令
祈
年
祭
祭
祀
制
が
形
成
さ
れ
る
と
と
も
に
、
と
く
に
、
の
ち

の
一
代
一
度
大
嘗
祭
に
匹
敵
す
る
天
皇
親
祭
に
よ
る
畿
外
斎
郡
を
設
定
し

た
新
嘗
祭
祀
が
成
立
し
た（

（
（

。令
制
以
前
の
新
嘗
儀
礼
は
、天
皇
直
営
の「
倭

の
屯
田
」（
の
ち
の
宮
内
省
官
田
）
で
生
育
し
た
稲
・
粟
を
用
い
て
祭
祀

が
斎
行
さ
れ
た
が
、
天
武
朝
に
入
る
と
畿
外
の
公
郡
が
「
斎
郡
」（
臨
時

の
神
郡
）
と
し
て
、
郡
司
（
大
領
・
少
領
）
と
そ
の
子
女
、
造
酒
児
が
奉

仕
す
る
形
式
に
改
め
ら
れ
た
。

　

郡
の
大
領
・
少
領
の
未
婚
の
童
女
が
卜
食
で
選
ば
れ
た
造
酒
児
は
、
稲

穂
を
最
初
に
刈
る
重
要
な
役
目
を
務
め
、
抜
穂
の
儀
な
ど
稲
の
取
扱
い
に

は
慎
重
を
極
め
た
。
従
来
の
新
嘗
祭
祀
の
形
態
で
あ
る
天
皇
の
直
営
す
る

御
田
を
用
い
る
と
い
う
本
義
か
ら
は
大
き
く
変
更
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ

う
し
た
祭
祀
形
態
の
変
化
の
背
景
に
は
、
孝
徳
・
斉
明
・
天
智
朝
廷
に
お

け
る
天
皇
へ
の
祟
り
と
神
々
の
禍
災
を
除
去
し
よ
う
と
す
る
循
環
型
祭
祀

機
能
の
構
築
が
起
因
し
て
い
た
。
斎
田
神
事
は
、
王
権
基
礎
の
領
域
で
あ

る
畿
内
を
出
て
、
畿
外
の
神
郡
編
成
と
同
意
の
臨
時
の
斎
郡
・
斎
田
を
設

定
す
る
こ
と
で
、
天
皇
の
統
治
と
国
家
の
領
域
支
配
を
象
徴
的
に
儀
礼
化

し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
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二
、
采
女
の
職
掌
と
祭
祀
作
法

　

宮
廷
に
お
け
る
天
皇
の
食
膳
は
、内
膳
司
の
男
官
に
よ
っ
て
調
理
さ
れ
、

そ
の
供
膳
は
同
じ
く
内
膳
司
の
膳
部
と
後
宮
の
采
女
に
よ
っ
て
供
さ
れ

た
。
日
常
の
天
皇
食
膳
の
供
御
と
大
嘗
祭
の
祭
祀
奉
仕
役
と
は
、
連
動
し

て
お
り
、
祭
祀
の
中
心
的
役
割
で
あ
る
神
饌
供
進
は
、
古
く
か
ら
の
天
皇

内
廷
の
組
織
が
関
与
し
て
き
た
こ
と
が
、
そ
の
職
員
構
成
か
ら
も
、
よ
く

理
解
で
き
る（

（
（

。

　

大
化
前
代
に
系
譜
を
も
つ
、
采
女
は
舎
人
・
膳
部
な
ど
、
内
廷
の
近
侍

集
団
と
し
て
王
権
に
仕
え
た
。「
大
宝
令
」
で
は
、
郡
か
ら
差
し
出
さ
れ

る
女
性
の
采
女
と
と
も
に
男
性
の
兵
衛
が
組
み
合
わ
せ
て
お
り
、
男
女
の

協
業
が
前
提
と
な
っ
て
組
織
化
さ
れ
て
い
る（

（
（

。

　
『
延
喜
祝
詞
式
』
に
収
め
る
御
門
祭
の
祝
詞
で
は
、
宮
中
に
お
い
て
大

宮
売
命
に
向
け
て
、
天
皇
の
朝
夕
の
御
膳
に
仕
え
る
、「
ひ
れ
懸
く
る
伴

の
緒
」（
後
宮
膳
司
の
采
女
）と「
繈
懸
く
る
伴
の
緒
」（
内
膳
司
の
膳
部
・

男
性
）
と
が
、
と
も
に
供
膳
を
勤
め
る
に
あ
た
り
、
咎
過
ち
が
あ
れ
ば
、

「
見
直
し
聞
き
直
し
」
を
お
願
い
す
る
祈
願
文
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

先
述
の
と
お
り
、
宮
内
省
管
下
の
大
炊
寮
は
、
諸
国
か
ら
収
め
ら
れ
た

舂
米
・
雑
穀
を
諸
司
に
分
給
、
ま
た
炊
飯
し
た
も
の
を
送
る
（『
養
老
職

員
令
』
≲
42
条
≳
）。
こ
れ
を
受
け
る
内
膳
司
は
、
大
化
前
代
い
ら
い
内

膳
の
負
名
氏
族
で
あ
る
高
橋
氏
・
安
曇
氏
と
、
典
膳
六
人
、
膳
部
四
十
人

が
、
供
御
の
膳
の
調
理
に
預
か
っ
た
（『
養
老
職
員
令
』
≲
46
条
≳
）。
こ

の
ほ
か
、
主
水
司
は
樽
水
・
粥
・
氷
室
を
用
意
し
、
内
廷
に
供
給
し
て
お

り
（『
養
老
職
員
令
』
≲
53
条
≳
）、
大
嘗
祭
な
ど
の
祭
祀
に
も
加
わ
る
こ

と
に
な
る
。

　

天
皇
の
朝
夕
御
膳
の
直
接
の
供
膳
は
、十
世
紀
以
後
は
侍
臣
の
殿
上
人
・

蔵
人
が
陪
膳
を
務
め
た
が
、
そ
れ
以
前
ま
で
は
、
女
房
の
更
衣
・
采
女
ら

の
役
目
と
さ
れ
て
お
り
（『
寛
平
御
遺
誡
』、『
西
宮
記
』、『
侍
中
群
要
』

巻
三
）、
男
性
調
理
の
担
当
の
も
と
、
平
安
時
代
前
期
ま
で
は
、
女
性
が

供
進
に
参
画
し
た（

（
（

。

　

こ
の
女
房
の
う
ち
、
采
女
の
管
理
に
は
、
男
官
で
あ
る
采
女
司
の
職
掌

（
令
史
一
人
、采
部
六
人
）と
さ
れ
て
い
た（『
養
老
職
員
令
』≲
52
条
≳
）。

采
女
は「
其
れ
采
女
貢
せ
む
こ
と
は
、郡
の
少
領
以
上
の
姉
妹
及
び
女
の
、

形
容
端
正
な
る
者
を
も
ち
て
せ
よ
」（『
養
老
後
宮
職
員
令
』
≲
18
条
≳
）

と
あ
る
と
お
り
、
郡
司
の
子
女
が
選
任
さ
れ
、
後
宮
の
水
司
（
漿
水
≲
粟

米
飯
を
水
汁
で
漬
け
た
も
の
≳
・
粥
を
奉
る
こ
と
、
采
女
六
人
）
と
膳
司

（
食
膳
を
供
え
る
采
女
六
十
人
）
に
配
属
さ
れ
た
。「
朱
」
説
に
は
「
此
司

者
、
男
官
造
了
、
進
時
共
預
知
許
歟
何
」（『
後
宮
職
員
令
集
解
』
膳
司
条
）

と
あ
る
よ
う
に
、
男
官
と
の
協
業
の
奉
仕
が
周
知
さ
れ
、
膳
司
所
属
の
采
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女
は
内
膳
司
の
膳
部
の
調
理
し
た
食
膳
を
、
天
皇
の
も
と
に
供
膳
し
て
い

く
こ
と
が
主
な
職
掌
で
あ
っ
た
。

　

大
化
前
代
の
宮
廷
新
嘗
と
采
女
と
の
関
係
に
つ
い
て
、岡
田
精
司
は「
国

造
的
豪
族
層
か
ら
人
質
と
し
て
貢
進
さ
れ
る
采
女
の
手
に
よ
っ
て
、
諸
国

の
国
魂
の
象
徴
と
も
い
う
べ
き
聖
な
る
御
酒
・
御
饌
が
供
進
さ
れ
、
服
属

の
証
し
と
し
て
の
寿
歌
も
同
時
に
奏
さ
れ
る
儀
礼
が
あ
っ
た
」
と
さ
れ
、

天
皇
は
「
諸
国
の
国
津
神
の
依
り
代
と
し
て
の
采
女
と
同
衾
す
る（
（1
（

」
聖
婚

儀
礼
を
想
定
さ
れ
た
。
こ
の
新
嘗
祭
に
お
け
る
地
方
豪
族
か
ら
の
食
物
供

献
礼
を
、
岡
田
精
司
は
服
属
儀
礼
と
い
い
、
こ
れ
を
「
ニ
イ
ナ
メ
＝
ヲ
ス

ク
ニ
儀
礼
」
と
呼
ば
れ
た
が
、
現
在
こ
の
学
説
は
否
定
さ
れ
て
い
る（
（1
（

。

　

こ
う
し
た
聖
婚
儀
礼
説
の
根
底
に
は
、
折
口
信
夫（
（1
（

が
論
じ
た
よ
う
に
、

采
女
は
巫
女
的
性
格
を
帯
び
た
も
の
と
い
う
理
解
が
あ
る
が
、
未
だ
論
証

は
確
立
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
指
摘
が
あ
る（
（1
（

。
ま
た
、『
内
裏
式
』
条
に

よ
る
神
今
食
・
新
嘗
・
大
嘗
祭
に
お
け
る
聖
婚
説
は
否
定
さ
れ
て
い
る（
（1
（

。

　

祭
儀
の
中
心
は
、
天
皇
の
所
作
で
あ
る
神
饌
供
進
が
重
要
で
あ
る
こ
と

は
、
中
世
の
公
家
記
録
の
諸
書
に
見
え
る
が
、
さ
ら
に
一
条
兼
良
の
『
代

始
和
抄
』
に
は
「
神
膳
の
こ
と
は
、
陪
膳
の
采
女
も
は
ら
是
を
掌
と
る
重

事
た
る
に
よ
つ
て
兼
日
御
習
礼
の
事
あ
り
」
と
見
え
る
。
天
皇
の
供
進
一

つ
一
つ
の
作
法
の
最
後
に
は
、
采
女
の
な
か
の
、
筆
頭
の
采
女
で
あ
る
陪

膳
采
女
が
必
ず
介
添
え
を
し
た
。

　

廻
立
殿
よ
り
神
殿
に
進
む
天
皇
の
行
列
は
、先
頭
に
中
臣
、次
に
忌
部
・

御
巫
・
猿
女
と
、
神
祇
関
係
の
負
名
氏
が
つ
づ
き
、
大
臣
・
天
皇
・
主
殿

官
人
二
人
・
剣
璽
・
宮
内
輔
二
人
（『
伏
見
院
宸
記
』）
に
よ
っ
て
構
成
さ

れ
る
。
悠
紀
御
膳
は
卯
日
亥
一
刻
（
午
後
九
時
）
に
始
ま
り
、
四
刻
に
神

殿
を
退
く
。
神
饌
行
立
の
列
は
次
の
と
お
り
（『
延
喜
式
』
巻
七
）。

　
（
一
）
内
膳
司
膳
部
伴
造
（
火
炬
の
樸
盆
）、（
二
・
三
）
釆
女
司
釆
女
朝

臣
二
人
、（
四
）宮
主
卜
部（
竹
杖
）、（
五
）主
水
司
水
取
連（
蝦
鰭
盥
槽
）、

（
六
）
主
水
司
水
部
（
多
志
良
加
）、（
七
）
采
女
（『
儀
式
』
ほ
か
で
は
後

宮
水
司
の
典
水
、
刷
筥
）、（
八
）
采
女
（『
儀
式
』
ほ
か
で
は
後
宮
水
司

の
典
水
、
巾
筥
）、（
九
）
≲
陪
膳
≳
采
女
（
神
食
薦
）、（
十
）
≲
後
取
≳

采
女
（
御
食
薦
）、（
十
一
）
采
女
（
御
枚
手
筥
）、（
十
二
）
采
女
（
飯
筥
）、

（
十
三
）
采
女
（
鮮
物
筥
）、（
十
四
）
采
女
（
干
物
筥
）、（
十
五
）
采
女
（
箸

筥
）、（
十
六
）
采
女
（
菓
子
筥
）、（
十
七
）
内
膳
司
高
橋
朝
臣
（
鰒
汁
漬
）、

（
十
八
）内
膳
司
安
曇
宿
禰
一
人（
海
藻
汁
漬
）、（
十
九
）内
膳
司
膳
部（
鰒

羮
坏
）、（
二
十
）
内
膳
司
膳
部
（
海
藻
羮
坏
）、（
二
一
・
二
二
）
内
膳
司

膳
部
二
人
（
羮
堝
案
）、
≲
別
に
内
膳
司
膳
部
一
人
、
守
棚
の
た
め
行
列

に
加
わ
ら
ず
≳
、（
二
三
・
二
四
）造
酒
司
酒
部
二
人（
酒
案
）、（
二
五
・
二
六
）

造
酒
司
酒
部
二
人
（
黒
白
酒
案
）、

　

以
上
の
二
十
六
名
が
行
列
に
加
わ
り
、
男
性
十
六
名
、
女
性
十
名
で
神

殿
外
陣
ま
で
進
み
、
神
饌
を
運
ぶ
。
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神
饌
行
立
の
列
が
、
悠
紀
殿
南
庭
に
着
く
と
、
采
女
を
管
轄
す
る
（
二
）

釆
女
司
釆
女
朝
臣
が
削
木
を
持
ち
、「
オ
ー
シ
ー
」
と
警
蹕
を
か
け
る
（
天

皇
は
警
蹕
の
声
を
聞
く
と
、
内
陣
に
入
り
、
巽
の
方
角
に
向
け
て
御
座
に

着
座
さ
れ
る
）。
ま
た
、
天
皇
日
常
の
御
膳
を
供
す
る
と
き
に
も
、「
オ
シ
」

と
い
う
警
嗶
を
か
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
（『
侍
中
群
要
』
巻
三
）。

　
〔
御
手
水
〕（
五
）
～
（
八
）
の
持
参
し
た
手
水
用
具
が
神
殿
に
入
り
、

後
取
采
女
か
ら
陪
膳
采
女
に
渡
さ
れ
た
多
志
良
加
を
執
り
、
天
皇
の
御
手

に
御
水
が
灌
が
れ
る
（
灌
ぐ
こ
と
三
度
）。

　
〔
御
祈
請
〕
天
皇
の
祈
願
文
（
現
存
最
古
の
文
面
は
『
後
鳥
羽
院
宸
記
』

に
記
載
あ
り
、
後
述
）
は
、
神
饌
供
進
の
前
に
行
わ
れ
て
い
る
が
、
近
代

以
降
、
変
化
が
み
ら
れ
る
。
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）『
大
嘗
会
雑
記
』

に
よ
る
と
「
先
御
手
水
、
次
御
供
進
、
次
祝
詞
〔
太
政
大
臣
奏
之
〕、
次

御
直
会（
（1
（

」
と
あ
る
。『
登
極
令
』
同
附
式
に
も
、「
次
に
御
手
水
を
供
す
〔
陪

膳
、
女
官
奉
仕
〕、
次
に
神
饌
御
親
供
、
次
に
御
拝
礼
、
御
告
文
を
奏
す
、

次
に
御
直
会
」と
あ
る
の
で
、近
世
以
前
の
御
祈
請
⇒
神
饌
御
供
進
か
ら
、

近
代
以
降
の
神
饌
御
供
進
⇒
御
祈
請
へ
と
、
お
供
え
を
献
じ
て
か
ら
祈
り

が
あ
る
近
代
の
祭
式
作
法
に
変
更
さ
れ
た
。

　
〔
神
饌
御
供
進（
（1
（

〕
御
祈
請
に
つ
づ
い
て
、（
九
）
陪
膳
采
女
の
運
ん
だ
神

食
薦
、（
十
）
後
取
采
女
の
運
ん
だ
御
食
薦
が
、
天
皇
御
座
の
前
に
置
か

れ
た
短
畳
に
か
か
る
よ
う
に
置
か
れ
る
（『
後
鳥
羽
院
宸
記
』
の
図
面
）。

　

御
供
進
の
作
法
は
、
天
皇
御
座
の
前
に
あ
る
御
食
薦
に
、
鰒
汁
漬
・
海

藻
汁
漬
・
菓
子
筥
・
干
物
筥
・
鮮
物
筥
・
飯
筥
・
御
枚
手
筥
・
箸
筥
が
置

か
れ
、
蓋
が
開
か
れ
る
。
箸
筥
に
納
め
ら
れ
た
箸
六
具
の
う
ち
、
一
具
は

直
会
用
の
た
め
残
し
、
五
具
の
箸
（『
天
仁
大
嘗
会
記
』
に
よ
る
と
、「
屈
レ

竹
以
レ
絲
結
レ
之
」
と
あ
る
）
を
用
い
て
、
順
次
、
供
膳
が
す
す
む
。

　

天
皇
の
作
法
は
、
陪
膳
采
女
が
天
皇
親
供
の
介
添
を
す
る
。
最
初
に
天

皇
は
御
箸
で
、
御
前
に
置
か
れ
た
御
食
薦
の
上
に
あ
る
御
飯
を
枚
手
に
盛

る
、
こ
れ
を
天
皇
は
陪
膳
采
女
に
渡
し
、
陪
膳
采
女
は
神
食
薦
に
並
べ
て

い
く
。
つ
い
で
生
物
（『
建
保
大
祀
神
饌
記
』『
伏
見
院
宸
記
』
に
よ
る
と
、

甘
塩
鯛
・
鮨
蚫
・
雑
魚
（
鮓
）
≲
近
世
で
は
烏
賊
≳
・
醤
鮒
≲
近
世
で
は

鮭
≳
）、干
物（『
建
保
大
祀
神
饌
記
』『
伏
見
院
宸
記
』に
よ
る
と
、蒸
蚫
・

干
鯛
・
堅
魚
・
干
鯵
）、
汁
漬
、
果
物
（『
建
保
大
祀
神
饌
記
』『
伏
見
院

宸
記
』
に
よ
る
と
、
干
棗
・
搗
栗
・
生
栗
・
干
柿
）、
さ
ら
に
本
柏
に
盛

ら
れ
た
御
酒
を
天
皇
は
神
食
薦
の
上
に
置
か
れ
た
枚
手
の
上
か
ら
灌
ぐ
。

陪
膳
采
女
の
御
食
薦
・
神
食
薦
に
お
け
る
所
作
に
つ
い
て
は
、
御
食
薦
に

並
べ
ら
れ
た
神
饌
を
順
に
天
皇
自
ら
盛
り
、
陪
膳
采
女
を
介
し
て
神
食
薦

上
に
供
す
る
。
木
村
大
樹
は
、
神
今
食
儀
の
事
例
に
つ
い
て
、「
殿
内
に

運
ば
れ
て
き
た
神
饌
が
神
食
薦
に
直
接
供
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
一
旦
御

食
薦
に
並
べ
ら
れ
て
配
膳
さ
れ
る
と
い
う
次
第
は
、
こ
れ
ら
神
饌
が
天
皇

自
身
か
ら
の
奉
り
物
で
あ
る
こ
と
を
一
層
視
覚
的
・
象
徴
的
に
示
す（
（1
（

」
こ
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と
と
論
じ
て
い
る
。『
伏
見
院
宸
記
』
に
よ
る
と
、
天
皇
供
進
の
所
作
に

つ
い
て
、「
然
者
、
毎
度
返
レ
箸
之
儀
、
不
レ
可
レ
有
歟
、
依
レ
無
レ
隙
也
」

と
あ
り
、箸
の
作
法（
悠
紀
殿
の
儀
に
お
い
て
五
百
回
以
上
箸
を
使
用
）は
、

間
隔
を
お
か
ず
に
箸
に
よ
る
盛
り
付
け
の
作
法
が
つ
づ
け
ら
れ
る
。
以
上

の
所
作
で
注
意
さ
れ
る
こ
と
は
、
天
皇
が
枚
手
に
盛
り
付
け
た
御
膳
は
、

直
接
、
天
皇
が
神
食
薦
に
納
め
る
の
で
は
な
く
、
す
べ
て
供
膳
は
陪
膳
采

女
の
手
で
供
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
あ
と
米
御
粥
・
粟
御
粥
を
、
天
皇
の
手
を
経
ず
に
陪
膳
采
女
が
供

え
る
。

　
〔
御
直
会
〕天
皇
は
拍
手
三
度
の
あ
と
、低
頭
し「
お
お
」と
称
唯
を
し
、

御
飯
の
米
三
箸
・
粟
三
箸
、
あ
わ
せ
て
六
度
頂
き
、
さ
ら
に
御
酒
の
白
酒

四
度
、
黒
酒
四
度
を
頂
戴
す
る
。

　
〔
撤
饌
〕
陪
膳
采
女
は
順
次
、
神
饌
・
用
具
を
運
ん
だ
御
筥
を
撤
し
、

御
食
薦
を
撤
す
る
。
最
後
に
本
柏
と
枚
手
に
重
ね
ら
れ
た
神
饌
を
神
食
薦

の
薦
に
巻
き
付
け
、
撤
去
す
る
。
こ
の
と
き
、
陪
膳
采
女
は
平
伏
し
、
伊

勢
と
は
反
対
の
方
向
に
向
け
て
祝
詞
を
奏
上
す
る
。

　

天
皇
が
所
作
に
つ
い
て
「
御
暗
誦
」
す
べ
き
事
項
の
要
点
は
次
の
よ
う

な
祭
式
次
第
で
あ
っ
た
。所
作
の
順
番
覚
え
と
し
て
、東
山
御
文
庫
所
蔵
・

桜
町
天
皇
宸
筆
「
元
文
三
年
大
嘗
祭
笏
紙（
（1
（

」
に
は
、
そ
の
包
紙
上
書
に
「
大

嘗
祭
次
第　

可
レ
秘
」
と
あ
り
、
祝
詞
文
の
あ
と
、

　
　

�

神
供
次
第
、
よ
ね
・
あ
は
、
平
て
左
手
に
も
ち
、
右
手
し
て
も
る
、

十
度
、
次
、
な
ま
も
の
四
種
、
か
ら
も
の
四
種
、
お
な
し
平
て
に
も

る
、
采
女
め
の
し
る
・
あ
ハ
ひ
、
三
は
し
つ
ヽ
も
ち
く
ハ
ふ
、
十
度
、

次
、
く
だ
も
の
四
種
十
二
度
、
神
酒
四
度
、
先
白
、
の
ち
黒
、
次
、
天

皇
三
度
手
た
ヽ
き
て
、
け
い
く
つ
し
て
称
唯
し
て
、
よ
ね
三
は
し
、

あ
ハ
三
（
は
、
脱
カ
）
し
な
め
て
た
つ
、
次
、
御
酒
、
け
い
く
つ
し

て
三
度
、
よ
こ
な
か
ら
手
た
ヽ
き
て
称
唯
し
て
、
か
し
ら
を
か
た
ふ

け
て
の
む
、
八
度
、

と
所
作
の
要
点
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
神
座
秘
儀
説
な
ど
、
数
々
の
論
議
が
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
は

東
南
（
巽
）
に
向
け
た
、
も
う
一
つ
の
神
座
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

神
座
の
東
に
お
か
れ
た
御
座
の
南
の
「
短
帖
」
を
第
二
の
「
神
座
」（
大

神
迎
え
の
座
）
と
呼
ん
で
き
た
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
再
考
し
た
い
。

　

神
事
に
つ
い
て
は
、
一
条
兼
良
が
「
ま
さ
し
く
天
て
る
お
ほ
ん
神
を
お

ろ
し
奉
り
て
天
子
み
つ
か
ら
神
食
を
す
ゝ
め
申
さ
る
ゝ
事
な
れ
は
一
代
一

度
の
重
事
是
に
す
く
へ
か
ら
す
」（『
代
始
和
抄
』）
と
あ
る
と
お
り
、
二

つ
の
神
殿
の
神
座
（
寝
座
）
に
迎
え
ら
れ
た
の
は
、
天
照
大
神
一
神
の
み

で
あ
る
。
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記録名 種別 天子出御・還御 神座の設営 共食の作法

① 内裏式
（逸文） 神今食

縫殿寮供寝具、天皇御之
者、亥一刻・・・天皇御前
座、内侍蔵人供御机、女
嬬鋪短畳於御前、

奉御箸、拍手称唯
執之、羞食御酒四
坏、〔但十一月新
嘗会八坏〕坏別拍
手称唯、

②a 儀式 神今食
掃部寮允以上、女嬬等神
殿鋪御畳・・・主殿寮供御
寝具、

②b 儀式 大嘗 （宸儀、還御廻立
殿）

掃部寮以白端御畳加席
上、以坂枕施畳上、・・・
率縫殿・大蔵等官人奉置
衾単於大嘗宮悠紀殿、

（薦享已畢）

③ 延喜式 大嘗 （宸儀、還廻立殿
〔其儀如初〕）

其室簀上加席、席上敷白
端御帖、帖上施坂枕、…
率縫殿大蔵等官人、奉置
衾単於大嘗宮悠紀殿、…
奠繒服案於悠紀殿神座上、

（薦享）

④ 九条
年中行事 新嘗

掃部官人（払筥）伝取、
次納言参議等共舁坂枕参
入、侍従以下大舎人以上、
舁御畳参入、

（次第行事、具見
於内裏儀式）

⑤a 西宮記 神今食 （還御寝所）
掃部寮積神座具、親王執
筥、納言参議舁枕以下供
畳、・・・縫司奉神御衣内
侍供之

（暁膳畢）

⑤b 西宮記 新嘗
小忌次第奉神物、親王執
打払筥、納言参議相向舁
坂枕、・・・

⑥ 新儀式
（逸文） 神今食

開中戸入御、・・・
経神座北辺、著神
座以東御座、

神座以八重畳三行、南北
妻在中央、其東有御座畳、
其東有短畳、但向東著御、

加御箸於御飯上、
天皇拍手称唯執
之、・・・・供御酒四
度、・・・座（度）
別拍手称唯、

⑦ 政事要略 新嘗
納言参議相対舁坂枕、弁
少納言中務宮内輔侍従内
舎人相共舁神席、一々進
神殿、

⑧a 北山抄 神今食
納言参議舁坂枕・・・弁少
納言以下・・・舁御畳参入、
掃部官人四人・・・縫司供
御寝具、

至供御膳儀、見内
裏儀式并清涼抄、

⑧b 北山抄 大嘗 （宸儀、還御廻立
殿）

掃部寮以神座御座、供于
嘗殿、

薦享儀、見仁和記
并清涼抄、神今食・
新嘗祭等中、

⑨ 帥記
（後三条）
大嘗
1068

神 殿内中央重置八重
畳、々東西有机、・・・、
巽角有半帖、

⑩a 江家次第 神今食
納言参議舁坂枕・・・弁少
納言以下・・・舁御畳参入、
掃部官人四人・・・縫殿司
供御寝具、

采女申、時至供御
膳、儀見内裏式、

⑩b 江家次第 新嘗
宸儀開中戸入御東
方、・・・経神座北
辺、著神座以東御
座給、

掃部官人執神座等参
入、・・・内侍率縫司供寝
具於神座上退出、御衾也、

（表）「平安時代・中世前期　神今食・新嘗・大嘗祭　祭祀次第」
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記録名 種別 天子出御・還御 神座の設営 共食の作法

⑩c 江家次第 大嘗
入自中戸経神座西
并北、著神座以東
御座、

加御箸於御飯上、
天皇頗低頭拍手称
唯執之、羞飯如常、
最姫目次姫供御酒
八度、以坏居高坏、
度別拍手称唯、

⑪ 天仁大嘗会
記（江記）

（鳥羽）
大嘗
1108

経神座西北著御、
如東座少巽、・・・
次還御廻立殿、其
儀如初、

掃部寮以神座供于嘗殿中
央、〔中戸以北〕、其神座
躰八重帖三行也、

天皇称唯・・・嘗御
飯、三箸、余味不
嘗、・・・奉天皇、
天皇拍手、小低頭、
〔粛敬又可有称唯
歟〕御飯如此八度、

⑫
大嘗会卯日
御記（藤原
忠通）

（崇徳）
大嘗
1123

主上入御自中戸�
・・・経神座西北両
方、著御東御座、
向巽・・・

天皇拍手称唯、以
件箸嘗給之、三箸、
臨此期奉居御座、
予奉含之、・・・・入
酒献天皇、天皇拍
手、三度、称唯、
頭ヲ右尓低天食之、

⑬ 兵範記
（高倉）
大嘗
1168

次供神座、下官并掃部寮
相共奉仕之、…神座巽角
又供神座半帖一枚、向巽
也、其北敷御座半帖一枚、

⑭ 建保神饌記 大嘗

しはらくなかへた
てのとの、みなみ
のにしのわきに、
たたせをはしまし
て、神膳まいるう
ねへの警蹕のこゑ
をきこしめして、
神殿へいらせをは
します、・・・還御
はしめのことし、

手をうち給事三
度、そのはしをと
りて御はんをきこ
し め す こ と 三
度・・・天皇御手う
ち三と称唯してす
こし御くしをたれ
てきこしめす、

⑮ 伏見院宸記
（伏見）
大嘗
1288

入中戸、経神座八
重畳西北・・・揖着
半 帖 、 南 面 頗
巽、・・・次揖右廻、
起座出戸、其路如
初、

次拍手三度、称唯、
執件箸、嘗之三
箸・・・拍手三度、
称唯、以両手受盃、
頗頭仰（傾ヵ）右
飲之、如此惣八度、
白四度黒四度、

⑯ 建武
年中行事 神今食

神殿に入御あり、
神座の東に巽むき
に半帖を敷て御座
とす、笏正しくし
てつかせ給、揖あ
り、

打払のはこ、さか枕、八
重畳など、上卿参議弁・・・
これを供す、かもんのか
み参て神座をしく、南枕
にしく、・・・

なうあい（直会）
の御はん御きまい
りぬれば・・・

⑰ （加茂）
年中行事 新嘗

宸儀執御笏入御、
次閇中戸、経神座
北、著御東半帖、
東面小巽、・・・主
上起座、右廻帰於
寝所給、

中央敷八重帖一枚・・・、
次供坂枕・・・、次鋪短帖
於神座東、頗巽向、次鋪
半帖於其北、・・・供寝具、
件御衾・・・置於神座上、

宸儀拍手、唯執件
箸嘗給三箸、〔余
味不嘗御〕・・・、
天皇度別拍手、唯
頗位頭飲御、惣八
度、〔神今食白四
度黒四度〕
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（
表
）「
平
安
時
代
・
中
世
前
期　

神
今
食
・
新
嘗
・
大
嘗
祭　

祭
祀
次

第
」（
作
成
に
あ
た
り
牟
禮
仁
氏
の
協
力
を
い
た
だ
い
た
）
を
見
て
わ
か

る
よ
う
に
、「
神
座
」
と
あ
る
の
は
、（
表
）
の
、
大
嘗
祭
（
③
⑧
ｂ
⑩
ｃ

⑪
⑫
⑬
⑮
）、
神
今
食
（
⑤
ａ
⑥
⑯
）、
新
嘗
（
⑩
ｂ
⑰
）
と
、
す
べ
て
神

殿
中
央
の
寝
具
を
用
意
し
た
寝
座
を
「
神
座
」
と
称
し
て
い
る
。
天
皇
御

座
の
前
の
座
に
つ
い
て
は
、「
短
帖
」「
半
帖
」「
短
畳
」「
ミ
シ
カ
タ
タ
ミ
」

と
記
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

　
「
短
帖
」
を
神
座
と
呼
ん
だ
例
は
、
⑬
高
倉
天
皇
大
嘗
祭
の
『
兵
範
記
』

仁
安
三
年
（
一
一
六
八
）
十
一
月
二
十
二
日
条
「
次
供
二
神
座
一
、
下
官

并
掃
部
寮
相
共
奉
仕
之
、
…
神
座
巽
角
、
又
供
二
神
座
半
帖
一
枚
一
、
向
レ

巽
也
、
其
北
敷
二
御
座
半
帖
一
枚
一
」
が
、
わ
ず
か
の
事
例
で
あ
る
。

　

伏
見
天
皇
宸
筆
『
後
鳥
羽
院
宸
記
』
に
収
録
さ
れ
た
神
殿
図
の
頭
注
に

は
、「
神
食
薦
短
帖
上
南
端
敷
レ
之
、
東
西
妻
、
／
御
食
薦
短
帖
上
西
端
、

迫
二
御
座
一
敷
レ
之
、
南
北
妻
、／
或
記
曰
、
短
帖
神
座
歟
、
然
而
新
儀
式
・

清
凉
抄
心
不
レ
然
、
両
食
薦
敷
二
短
帖
上
一
為
二
神
座
一
者
、
何
可
レ
然
乎
」

と
あ
る
。「
或
記
」
に
つ
い
て
は
、
不
詳
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
る
と
「
新

儀
式
・
清
凉
抄
」
を
参
考
に
、
否
定
的
見
解
が
示
さ
れ
て
お
り
、
後
鳥
羽

上
皇
・
伏
見
天
皇
は
、
第
二
の
座
は
神
座
と
は
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
と

推
定
さ
れ
る
。
拙
論
で
は
、
伊
勢
神
宮
御
饌
殿
祭
祀
を
事
例
に
、「
短
畳
」

に
掛
け
て
御
食
薦
・
神
食
薦
が
置
か
れ
る
こ
と
は
、
伊
勢
遥
拝
の
た
め
の

供
膳
の
場
で
あ
り
、
神
事
の
斎
行
に
よ
り
、「
短
畳
」
が
大
神
迎
え
の
座

と
し
て
機
能
す
る
も
の
と
考
え
た（
（1
（

。

　

東
山
御
文
庫
所
蔵
・
霊
元
院
宸
筆
『
大
嘗
会
神
膳
次
第（
（2
（

』
に
収
め
る
、

貞
享
度
大
嘗
祭
斎
行
記
に
よ
る
と
、（
19
丁
裏
）（
20
丁
表
）
に
神
殿
内
部

の
神
座
図
が
二
枚
描
か
れ
て
お
り
、
と
も
に
「
御
座
」
の
前
（
南
）
に
「
神

座
」
と
書
か
れ
て
い
る
。「
兼
連
朝
臣
所
持
之
図
」
と
あ
り
、
卜
部
神
道

の
吉
田
兼
連
に
伝
え
ら
れ
た
記
録
と
さ
れ
る
。
近
世
前
期
に
お
い
て
、
大

嘗
祭
指
南
の
役
で
あ
る
宮
主
を
歴
代
務
め
た
吉
田
卜
部
氏
で
は
、
御
座
の

前
の
短
畳
の
部
分
は
、
第
二
の
「
神
座
」
と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な

り
、
こ
の
影
響
は
小
さ
く
な
い
。
神
事
の
可
視
化
と
祭
式
化
は
、
吉
田
卜

部
氏
の
得
意
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
「
短
帖
」（
半
帖
）
は
、
中
央
の
神
座
の
東
に
、
東
向
き
に
設
け

ら
れ
て
い
た
が
（
⑥
）、
後
三
条
天
皇
大
嘗
祭
に
際
し
て
は
、
⑨
『
帥
記
』

治
暦
四
年
（
一
〇
六
八
）
十
一
月
二
十
二
日
条
に
「
神
殿
内
中
央
重
置
二�

八
重
畳
一
、
々
東
西
有
レ
机
、・・・
同
殿
内
四
角
有
二
灯
楼
一
、
居
レ
台
、
巽

角
有
二
半
帖
一
」
と
、
巽
（
東
南
）
の
方
角
に
設
け
ら
れ
て
い
る
（
こ
の

の
ち
、
⑪
⑫
⑮
⑰
も
巽
向
き
）。「
短
帖
」
の
方
角
は
伊
勢
神
宮
を
強
く
意

識
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
同
じ
く
伊
勢
斎
王
の
発
遣
儀
に
お
い
て
も
、

東
・
東
南
（
巽
）
を
意
識
し
た
方
角
と
な
っ
て
い
る
。

　

斎
内
親
王
、
伊
勢
へ
出
発
に
あ
た
り
、
大
極
殿
に
お
い
て
、
天
皇
の
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「
設
二
御
座
一
、
東
向
」、
斎
王
の
座
は
南
向
と
あ
る
（『
延
喜
掃
部
寮
式
』

≲
17
≳
）。
巽
の
方
角
を
意
識
し
て
い
る
の
は
、『
江
家
次
第
』
第
十
二
「
斎

王
群
行
」に
お
い
て
、大
極
殿
に
お
け
る
斎
王
発
遣
儀
で
は
、「
斎
王
座
南
、

御
座
東
少
巽
向
、
鋪
二
羽
薦
一
枚
一
、
子
午
妻
」
と
あ
る
。
大
極
殿
の
高
御

座
の
東
に
、
天
皇
御
座
は
東
向
き
の
や
や
巽
方
向
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
こ
と
に
関
し
て
榎
村
寛
之
は
「
寛
治
三
年
（
一
〇
八
九
）
九
月
十
五
日

（
後
二
条
師
通
記
）
巽
向
」
を
掲
げ
、「『
江
家
次
第
』
の
成
立
は
十
一
世

紀
末
頃
で
あ
る
か
ら
、
お
よ
そ
十
一
世
紀
を
境
に
、
天
皇
座
は
東
か
ら
巽

向
き
に
変
わ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る（
（2
（

」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

堀
河
天
皇
の
と
き
、『
後
二
条
師
通
記
』
寛
治
三
年
（
一
〇
八
九
）
九

月
十
二
日
と
十
五
日
条
の
間
に
絵
図
が
書
き
込
ま
れ
、「
出
御
路
／
群
行

儀
」
と
あ
り
、
南
北
が
逆
に
な
っ
て
い
る
が
、
屏
風
前
に
「
摂
政
」
座
（
摂

政
師
実
）、
そ
の
南
に
巽
に
向
け
て
天
皇
座
（
堀
河
）
と
、
そ
の
東
隣
に

巽
に
向
け
た
「
御
幣
」、
さ
ら
に
東
に
南
面
し
て
、
斎
王
座
が
描
か
れ
て

い
る
。
現
存
す
る
大
極
殿
群
行
儀
の
指
図（
（2
（

に
見
え
る
天
皇
座
と
神
宮
御
幣

が
巽
向
き
で
あ
る
こ
と
は
、
注
目
さ
れ
る
。

　

こ
の
こ
と
は
、
大
嘗
祭
・
神
今
食
・
新
嘗
の
「
御
座
」
と
「
短
帖
」
に

も
い
え
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
斎
王
発
遣
儀
と
大
嘗
祭
⑨
⑪
⑫
と
は
、
ほ

ぼ
同
じ
後
三
条
朝
・
堀
河
朝
の
と
き
、
東
か
ら
東
南
に
、
天
皇
御
座
の
角

度
が
変
わ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
斎
王
発
遣
儀
と
大
嘗
祭
と
は
、
伊
勢
神
宮

を
強
く
意
識
し
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
平
安
時
代
後
期
に
御
座
は
東

南
に
移
行
し
た
が
、
そ
れ
以
前
は
長
く
、
天
皇
親
祭
祭
祀
も
斎
王
発
遣
儀

も
、
東
方
角
に
向
け
て
の
祭
祀
・
儀
礼
で
あ
っ
た
。

　

平
安
時
代
末
期
、
神
宮
禰
宜
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
『
太
神
宮
諸
雑
事

記
』
に
は
、
伊
勢
の
天
照
大
神
を
さ
し
て
「
巽
方
太
神
」
と
呼
ん
だ
事
例

が
、
聖
武
天
皇
条
に
二
例
、
淳
和
天
皇
条
か
ら
村
上
天
皇
条
ま
で
七
例
を

見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
九
例
は
、
祟
り
の
告
知
の
事
項
と
し
て

記
録
さ
れ
て
い
る
。
天
照
大
神
を
「
巽
方
太
神
」
と
称
し
た
の
は
、
京
の

公
家
か
ら
見
た
方
角
で
あ
り
、「
巽
方
」（
東
南
）
を
意
識
す
る
よ
う
に
な

る
呼
び
名
は
、
平
安
京
遷
都
後
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　

三
、
神
直
日
神
と
大
直
日
神

　

以
上
の
次
第
は
、
昭
和
当
時
の
新
聞
に
も
記
載
さ
れ
、
広
く
国
民
に
伝

え
ら
れ
て
い
た
。『
大
阪
朝
日
新
聞
』
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
十
一
月

十
五
日
号
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
事
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
　

�

か
く
て
い
よ
〳
〵
至
高
の
大
祀
中
、
最
も
森
厳
な
至
尊
御
親
祭
の
神

饌
御
親
供
の
御
儀
は
、
神
火
の
燈
楼
ゆ
ら
め
く
神
代
な
が
ら
の
素
朴

な
殿
舎
で
始
め
ら
れ
る
―
ま
づ
神
食
薦
を
は
じ
め
八
種
の
神
饌
を
捧
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持
せ
る
八
名
の
女
官
は
外
陣
に
参
入
し
―
神
饌
を
後
取
女
官
の
手
を

経
て
陪
膳
女
官
に
渡
し
、
陪
膳
女
官
よ
り
陛
下
に
奉
れ
ば
、
陛
下
に

は
順
次
に
之
を
う
け
さ
せ
ら
れ
、
御
飯
、
そ
の
他
の
神
饌
を
御
手
づ

か
ら
皇
祖
並
に
天
神
地
祇
の
御
前
に
御
親
供
遊
ば
さ
れ
た
。
そ
の
次

第
を
承
る
に
、
陪
膳
女
官
ま
づ
御
箸
を
と
つ
て
神
饌
の
上
に
立
て
、

更
に
柏
の
葉
を
合
せ
綴
ぢ
た
る
葉
盤
一
枚
を
と
つ
て
陛
下
に
は
親
し

く
神
饌
を
三
箸
づ
つ
葉
盤
に
盛
ら
せ
給
ひ
陪
膳
女
官
の
手
を
経
て
、

御
神
前
に
捧
げ
ら
れ
た
由
に
て
、
御
刺
身
な
ど
も
一
片
づ
つ
御
手
づ

か
ら
御
箸
も
て
葉
盤
に
盛
ら
せ
ら
れ
、
又
御
酒
を
献さ
さ

げ
ら
れ
し
場
合

に
は
、
ま
づ
御
瓶
子
を
と
ら
せ
ら
れ
、
最
初
に
白
酒
を
、
次
に
黒
酒

を
、
そ
れ
〳
〵
二
度
づ
つ
献
じ
た
ま
ふ
た
と
の
御
事
で
あ
る
。
御
親

供
終
ら
せ
た
ま
ふ
や
、
陛
下
に
は
神
前
に
額
づ
か
せ
た
ま
ひ
て
後
、

御
端
坐
の
ま
ま
に
て
御
お
ご
そ
か
に
国
土
の
安
穏
と
五
穀
の
豊
穣
を

祈
念
あ
ら
せ
ら
る
る
御
告
文
を
奏
さ
せ
た
ま
ふ
た
。
時
に
八
時
四
十

分
、
朗
々
た
る
玉
音
は
柴
垣
の
外
ま
で
も
ひ
び
き
渡
り
、
諸
員
は
一

斉
に
起
立
し
て
頭
を
垂
れ
、
心
耳
を
澄
ま
し
た
。
こ
の
時
こ
そ
こ
の

御
儀
の
崇
高
森
厳
の
極
と
も
申
す
べ
き
瞬
間
で
あ
つ
た
。
つ
い
で
御

直
会
に
移
り
、
陛
下
に
は
陪
膳
女
官
の
参
ら
す
る
御
箸
を
と
ら
せ
ら

れ
て
、
御
飯
の
上
に
立
て
さ
せ
ら
れ
、
御
手
を
三
度
拍
た
せ
ら
れ
て

後
御
箸
を
と
ら
せ
ら
れ
、
こ
れ
を
き
こ
し
召
さ
せ
た
ま
ふ
こ
と
御
三

度
、
更
に
御
同
様
三
度
御
手
を
拍
た
せ
ら
れ
て
後
、
白
酒
及
び
黒
酒

を
き
こ
し
召
さ
せ
ら
る
る
こ
と
御
八
度
づ
つ
に
及
び
し
と
拝
承
す

る
。
次
い
で
陪
膳
女
官
は

　
　
　

�

ま
づ
は
さ
み
た
ま
ふ
べ
き
物
を
後
に
は
さ
み
た
ま
ひ
、
お
よ
び
も

ろ
〳
〵
の
と
が
あ
り
と
も
神
な
ほ
び
大
直
日
に
う
け
た
ま
へ

　
　

�

と
祈
り
を
捧
げ
、
か
く
て
御
親
供
及
び
御
直
会
の
儀
を
終
ら
せ
ら
れ

た
。

　

神
殿
内
に
お
け
る
昭
和
天
皇
の
所
作
は
、
詳
細
を
極
め
て
い
る
。
さ
ら

に
陪
膳
女
官
（
采
女
）
の
祈
り
文
ま
で
、
洩
ら
さ
ず
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

陪
膳
采
女
の
祝
詞
の
文
言
は
、
平
安
後
期
、『
天
仁
大
嘗
会
記
』（
大
江

匡
房
の
日
記
『
江
記
』
三
巻
の
う
ち
の
一
巻
に
あ
た
る
）
天
仁
元
年

（
一
一
〇
八
）
鳥
羽
天
皇
大
嘗
祭
に
お
い
て
、
神
事
最
後
の
陪
膳
采
女
が

神
食
薦
を
徹
す
る
と
き
に
あ
た
り
、「
私
祈
曰
、
先
可
二
挟
給
一
之
物
ヲ
後

爾
挟
給
比
及
諸
咎
有
止
毛
神
直
保
比
大
直
保
ニ
受
給
へ
」（『
江
家
次
第
』
も

類
似
文
あ
り
）
と
奏
上
さ
れ
る（
（2
（

。

　

鎌
倉
時
代
の
『
建
保
大
祀
神
饌
記
』
に
も
「
は
い
せ
ん
、
神
食
の
す
こ

も
を
と
ら
む
と
す
る
時
、
ひ
そ
か
に
い
の
り
申
て
い
は
く
」、

　
　

�

ま
つ
、
は
さ
み
給
ふ
へ
き
物
を
の
ち
に
は
さ
み
給
ひ
、
を
よ
ひ
、
も
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ろ
ゝ
ゝ
の
と
か
あ
り
と
も
神
な
ほ
ひ
お
ほ
な
ほ
ひ
に
う
け
た
ま
え
、

と
あ
る
。
そ
の
祝
詞
文
に
大
異
は
な
い
。
陪
膳
采
女
奏
上
の
所
作
に
つ
い

て
は
、『
伏
見
院
宸
記
』
に
「
次
陪
膳
申
レ
祝
、
頗
向
二
戌
亥
方
一
、
若
向
二

神
殿
方
一
心
歟
、
自
二
懐
中
一
取
出
、
折
紙
読
レ
之
」
と
あ
る
の
で
、
天
皇

は
神
饌
供
進
の
所
作
を
巽
（
東
南
）
の
方
角
に
向
け
て
行
う
が
、
陪
膳
采

女
は
供
膳
の
座
（
天
皇
の
介
添
と
し
て
供
進
の
作
法
が
あ
る
の
で
東
向
き

に
奉
仕
）
と
は
逆
の
中
央
の
神
座
（
寝
座
）
方
向
に
あ
た
る
戌
亥
（
乾
・

西
北
）
に
向
け
て
読
み
上
げ
る
。
皇
祖
天
照
大
神
に
対
し
て
は
、
伊
勢
（
東

南
）
の
方
向
を
強
く
意
識
し
つ
つ
も
、
陪
膳
采
女
の
作
法
で
は
、
伊
勢
に

背
を
向
け
た
反
対
方
向
へ
祈
念
の
所
作
が
つ
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
祝

詞
の
文
面
は
、供
進
の
所
作
に
つ
い
て
誤
り
、咎
が
あ
っ
て
も
神
直
日
神
・

大
直
日
神
に
許
し
を
請
う
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

　
『
大
嘗
会
陪
膳
采
女
次
第
細
記
』（
天
理
図
書
館
吉
田
文
庫
四
一
―

一
二
二
）
に
は
、
卜
部
「
兼
豊
記
」
が
引
か
れ
、

　
　

�

陪
膳
、
神
の
食
こ
も
を
と
ら
ん
と
す
る
あ
い
た
、
私
に
い
の
り
て
い

は
く
云
々
、

　
　

�

是
ま
ん
一
前
後
、
御
は
し
の
あ
や
ま
り
を
し
や
し
申
の
義
な
り
、
宮

し
、
采
女
に
を
し
へ
し
む
る
な
り
、
こ
れ
秘
す
る
事
也
、
主
基
お
な

し
、

と
あ
る
。
吉
田
卜
部
氏
の
宮
主
、
卜
部
兼
豊
の
伝
で
は
、
万
一
、
御
箸
の

作
法
（
順
序
な
ど
の
こ
と
）
を
誤
っ
た
と
き
、
謝
し
申
す
こ
と
と
す
る
。

　

神
直
日
神
・
大
直
日
神
に
つ
い
て
は
、
伊
弉
諾
尊
が
筑
紫
の
日
向
小
戸

の
橘
の
檍
原
に
至
り
て
祓
除
を
さ
れ
、「
号
け
て
八
十
枉
津
日
神
と
曰
す
、

次
に
其
の
枉
れ
る
を
矯
さ
む
と
し
て
神
を
生
み
た
ま
ひ
、
号
け
て
神
直
日

神
と
曰
す
、
次
に
大
直
日
神
」（『
日
本
書
紀
』
神
代
上
、
第
五
段
六
）
と

あ
る
。
大
嘗
祭
・
新
嘗
の
前
日
に
は
、
鎮
魂
祭
が
斎
行
さ
れ
、
神
八
座
と

「
大
直
神
一
座
」
が
祭
神
と
さ
れ
（『
延
喜
四
時
祭
下
式
』
≲
48
≳
）、
官

田
の
稲
が
供
え
ら
れ
た
（『
延
喜
大
炊
寮
式
』
≲
４
≳
）。

　

宮
中
の
平
安
を
祈
念
す
る
大
殿
祭
で
は
、「
斎
部
宿
祢
某
が
弱
肩
に
太

繈
取
り
懸
け
て
、
言
寿
き
鎮
め
奉
る
事
の
、
漏
れ
落
ち
む
事
を
ば
、
神
直

日
命
・
大
直
日
命
聞
き
直
し
見
直
し
て
、
平
ら
け
く
安
ら
け
く
知
ろ
し
食

せ
と
白
す
」（『
延
喜
祝
詞
式
』）
と
神
威
に
よ
っ
て
正
し
い
方
向
へ
直
し

て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た
も
の
。

　

さ
ら
に
、宮
中
に
祟
る
神
が
確
認
さ
れ
る
と
、『
延
喜
祝
詞
式
』記
載「
還

却
祟
神
」
祝
詞
が
奏
上
さ
れ
、「
皇
御
孫
尊
の
天
の
御
舎
の
内
に
坐
す
皇

神
等
は
、
荒
び
給
ひ
健
び
給
ふ
事
な
く
し
て
、
高
天
原
に
始
め
し
事
を
神

な
が
ら
も
知
ろ
し
食
し
て
、
神
直
日
、
大
直
日
に
直
し
給
ひ
て
、
此
の
地
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よ
り
は
、
四
方
を
見
は
る
か
す
山
川
の
清
き
地
に
遷
り
出
て
坐
し
て
、
吾

が
地
と
う
す
は
き
坐
せ
」
と
申
し
上
げ
る
。
宮
中
内
廷
の
天
皇
そ
ば
近
く

で
は
、
天
皇
に
災
い
が
お
よ
ば
な
い
よ
う
に
、
神
直
日
、
大
直
日
二
神
の

神
威
が
求
め
ら
れ
、
大
嘗
祭
の
も
っ
と
も
大
事
と
さ
れ
た
神
饌
供
進
儀
の

作
法
で
は
、
伊
勢
と
は
反
対
の
方
向
に
観
念
さ
れ
た
二
神
へ
の
祈
り
が
、

重
要
な
陪
膳
采
女
の
秘
儀
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
　
　

四
、
天
皇
の
「
御
祈
請
」

　

近
代
に
制
定
さ
れ
た
「
登
極
令
」
附
式
、
悠
紀
殿
供
饌
ノ
儀
に
は
、「
次

ニ
神
饌
御
親
供
、
次
ニ
御
拝
礼
、
御
告
文
ヲ
奏
ス
、
次
ニ
御
直
会
」
と
つ

づ
く
。
神
膳
供
饌
と
直
会
儀
礼
の
間
に
、「
御
告
文
」
を
奏
す
こ
と
が
明

記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
「
御
告
文
」
に
つ
い
て
は
公
表
さ
れ
て
い
な
い
。

古
い
時
代
に
定
め
ら
れ
た
祝
詞
文
が
伝
え
ら
れ
て
い
た
か
ど
う
か
不
明
で

あ
る
が
、
何
ら
か
の
祈
念
の
言
葉
は
口
伝
で
伝
え
ら
れ
て
い
た
か
も
し
れ

な
い
。
文
献
上
そ
の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
初
出
は
、
以
下
の
（
ａ
）
で

あ
る
。

　
（
ａ
）『
後
鳥
羽
院
宸
記
』
別
名
「
大
嘗
会
神
饌
秘
記
」（『
神
道
大
系
・

践
祚
大
嘗
祭
』
所
収
）、
鎌
倉
時
代
前
期
（
建
暦
二
年
・
一
二
一
二
）
に

後
鳥
羽
上
皇
か
ら
順
徳
天
皇
に
伝
え
ら
れ
た
大
嘗
宮
悠
紀
殿
・
主
基
殿
に

お
い
て
祈
請
す
る
「
秘
蔵
」
の
詞
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
「
此
事
最
秘

蔵
事
也
、
代
々
此
事
不
レ
載
二
諸
家
記
一
、
又
無
二
知
人
一
歟
、
殊
秘
蔵
為
事

也
、」
と
あ
る
。

　
　

�

坐
二
伊
勢
五
十
鈴
河
上
一
、
天
照
大
神
又
天
神
地
祇
諸
神
明
白
、
朕

因
二
皇
神
之
広
護
一
、
国
中
平
安
、
年
穀
豊
稔
、
覆
二
寿
上
下
一
、
救
二

済
諸
氏（
民
）一

、
仍
奉
レ
供
二
今
年
新
所
レ
得
新
飯
一
如
レ
此
、
又
於
二
朕
躬
一
、

攘
二
除
可
レ
犯
諸
災
難
於
未
萌
一
、
不
祥
悪
事
遂
莫
二
犯
来
一
、
又
於
二

高
山
深
谷
所
々
社
々
大
海
小
門用
一
而
記
レ
名
厭
祭
者
皆
盡
銷
減
而
已
、

　
（
ｂ
）
京
都
御
所
・
東
山
御
文
庫
所
蔵
、
霊
元
天
皇
宸
筆
『
大
嘗
会
神

膳
次
第
』、
文
正
元
年
（
一
四
六
六
）
十
二
月
、
後
土
御
門
天
皇
大
嘗
祭

に
も
と
づ
く
記
録
で
あ
る
。「
次
、
御
祈
請
の
事
あ
り
、
其
詞
云（
（2
（

」

　
　

�

伊
勢
乃
い
す
ゞ
の
河
か
み
に
於
ハ
し
ま
す
あ
ま
て
る
御
神
、
あ
ま
つ

や
し
ろ
く
に
つ
や
し
ろ
の
も
ろ
〳
〵
　
乃
神
た
ち
に
申
て
申
さ
く
、

御
い
ミ
な
、
わ
れ
諸
神
の
ひ
ろ
き
ま
も
り
に
よ
り
て
、
国
の
中
た
い

ら
か
に
、
年
穀
ゆ
た
か
に
し
て
、
た
か
き
い
や
し
き
を
お
ほ
ひ
、
も

ろ
〳
〵
の
民
を
す
く
は
ん
、
よ
り
て
、
こ
と
し
あ
ら
た
に
え
た
る
所
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の
に
ゐ
を
も
の
を
た
て
ま
つ
る
、

　
　

�
又
、
身
の
う
へ
に
お
か
す
べ
き
わ
ざ
ハ
ひ
を
、
未
萌
に
は
ら
ひ
の
ぞ

き
て
、
さ
り
な
バ
あ
し
き
事
を
か
し
き
来
た
る
事
な
か
ら
ん
、
又
、

た
か
き
山
ふ
か
き
谷
、所
々
名
を
し
る
し
て
ま
じ
な
ひ
ま
つ
ら
ん
物
、

み
な
こ
と
〳
〵
く
に
、
け
ち
ほ
ろ
ぼ
さ
ん
事
、
こ
れ
天
神
地
祇
の
あ

つ
き
ま
も
り
を
か
う
ぶ
り
て
い
た
す
べ
き
も
の
也
、

　
（
ｃ
）京
都
御
所
・
東
山
御
文
庫
所
蔵
、桜
町
天
皇
宸
筆『
大
嘗
祭
次
第
』、

元
文
三
年
（
一
七
三
八
）
十
一
月
「
大
嘗
祭
御
笏
紙
」
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　

�

伊
勢
の
い
す
ゞ
の
河
上
に
御
座
す
天
照
太
神
、
天
津
や
し
ろ
国
つ
社

の
も
ろ
〳
〵
の
神
た
ち
に
申
て
申
さ
く
、
昭
仁
、
諸
神
の
広
き
ま
も

り
に
よ
り
て
、
国
中
た
ひ
ら
か
に
年
穀
ゆ
た
か
に
し
て
、
た
か
き
い

や
し
き
を
お
ほ
ひ
、
も
ろ
〳
〵
の
民
を
す
く
ハ
む
、
よ
り
て
こ
と
し

あ
ら
た
に
ゑ
た
る
と
こ
ろ
の
に
ゐ
お
も
の
を
た
て
ま
つ
る
、
又
、
て

る
仁
か
身
の
上
に
お
か
す
へ
き
わ
さ
ハ
ひ
を
ハ
ら
ひ
の
そ
き
て
、
さ

り
な
は
あ
し
き
事
を
か
し
き
た
る
事
な
か
ら
ん
、又
、た
か
き
や
ま
、

ふ
か
き
谷
、
と
こ
ろ
〳
〵
名
を
し
る
し
て
、
ま
し
な
ゐ
ま
つ
ら
ん
も

の
、
ミ
な
け
ち
ほ
ろ
ほ
さ
ん
事
、
こ
れ
天
神
国
つ
や
し
ろ
の
あ
つ
き

守
り
を
か
ふ
む
り
て
、
い
た
す
へ
き
も
の
也
、
と
恐
ミ
々
ミ
も
申
て

申
さ
く
、

　
「
御
祈
請
」
は
、
平
安
時
代
以
降
、
鎌
倉
時
代
初
期
の
成
立
と
す
る
の

が
文
言
か
ら
見
て
妥
当
で
あ
ろ
う
。
そ
の
前
半
は
、
新
穀
豊
穣
へ
の
感
謝

の
祈
り
で
あ
り
、
後
半
は
、
国
土
に
災
い
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
祈
念
す

る
。（
ａ
）
は
高
き
山
・
深
き
谷
・
所
々
と
社
々
お
よ
び
大
海
・
小
川
、（
ｂ
）

（
ｃ
）
と
も
、
高
き
山
・
深
き
谷
・
所
々
と
あ
る
。
こ
こ
か
ら
読
み
取
れ

る
こ
と
は
、
自
然
災
害
へ
の
対
応
で
あ
り
、
古
代
の
神
観
念
を
強
く
反
映

し
て
い
る
。
天
皇
へ
祟
り
・
災
い
が
ふ
り
か
か
る
と
い
う
認
識
は
、
古
代

の
循
環
型
祭
祀
体
系
の
な
か
に
あ
る
。
天
皇
の
身
体
に
災
い
が
起
こ
る
こ

と
は
、
国
土
の
個
別
区
域
に
お
け
る
神
々
の
祟
り
に
起
因
し
て
お
り
、
恒

例
の
六
月
・
十
二
月
御
体
御
卜
儀
の
奉
告
と
も
深
い
関
連
性
を
も
っ
て
い

る（
（2
（

。
ま
た
、
文
言
の
「
厭
」「
ま
じ
な
い
」
は
、
現
代
か
ら
見
る
と
、
呪
い
、

呪
術
・
妖
術
の
意
味
に
解
釈
さ
れ
る
が
、
平
安
時
代
に
お
い
て
は
、
祈
り

の
表
現
と
い
え
る
。

　

大
嘗
祭
は
、
新
嘗
祭
と
同
じ
く
秋
の
収
穫
を
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
山

谷
・
海
川
の
自
然
が
鎮
ま
る
よ
う
に
と
祈
念
す
る
も
の
で
、
日
本
国
土
に

生
き
る
人
々
の
祈
念
が
共
有
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
大
嘗
祭
が
稲

の
祭
り
で
あ
る
と
と
も
に
、
粟
の
祭
り
が
「
秘
事
」
と
さ
れ
て
き
た
こ
と

で
も
証
明
で
き
る
こ
と
で
あ
る（
（2
（

。
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お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
天
皇
の
所
作
と
陪
膳
采
女
の
介
添
え
を
中
心
に
、
祭
祀
の

真
義
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
東
山
御
文
庫
所
蔵
『
大
嘗
会
神
饌
次
第
』
霊

元
院
宸
筆
「
後
土
御
門
院
御
作
」、
文
正
元
年
（
一
四
六
六
）
の
後
土
御

門
天
皇
の
言
と
し
て（
（2
（

、

　
　

�

神
殿
の
西
北
を
と
を
ら
せ
給
ふ
と
き
、
御
裾
の
つ
く
ゑ
な
ど
に
か
ヽ

ら
ぬ
様
に
、
よ
く
御
進
退
あ
る
べ
し
、
御
座
揖
の
ヽ
ち
、
御
裾
を
引

よ
せ
ら
る
ヽ
儀
あ
る
べ
か
ら
ず
、
こ
れ
神
前
に
お
そ
れ
ま
し
ま
す
ゆ

へ
な
り
、お
よ
そ
神
殿
の
事
ハ
、ま
た
し
く
神
ま
す
が
ご
と
く
の
礼
、

げ
ん
で
う
な
る
べ
き
事
な
り
、
い
か
に
も
御
心
を
正
し
く
せ
ら
る
べ

し
、

神
前
に
お
け
る
所
作
の
注
意
事
項
が
書
か
れ
て
い
る
。
同
書
の
「
後
土
御

門
院
御
作
」
最
後
に
は
、「
神
膳
の
次
第
に
お
い
て
ハ
、
尤
肝
心
と
い
ふ

べ
き
歟
、
能
々
秘
蔵
あ
る
べ
き
者
也
」
と
あ
る
。
ま
た
、
近
世
の
再
興
に

尽
力
さ
れ
た
霊
元
上
皇
は
、「
神
膳
ノ
間
ノ
事
、
能
々
御
暗
誦
有
ル
可
シ
、

主
上
御
作
法
ノ
大
事
、
只
此
ノ
事
ニ
有
リ
」
と
記
し
て
、
と
も
に
神
膳
供

進
を
大
事
と
す
る
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
を
書
き
終
え
た
と
こ
ろ
で
、
半
世
紀
近
い
、
わ
た
し
の
大
嘗
祭
論

を
考
え
た
と
き
、も
う
一
度
折
口
信
夫
大
嘗
祭
論
に
戻
っ
て
き
て
し
ま
う
。

大
正
の
学
問
形
成
期
に
、
マ
レ
ビ
ト
論
が
確
立
し
て
い
た
折
口
は
、
昭
和

初
期
の
時
代
性
と
は
い
え
、
受
霊
論
（
神
威
を
頂
く
と
い
う
意
味
で
、
受

霊
論
は
理
解
で
き
る
が
、
神
そ
の
も
の
に
な
る
即
神
論
と
し
て
の
受
霊
論

は
認
め
難
い
）
に
な
ぜ
走
っ
た
の
か
。
一
世
紀
近
い
前
に
、
マ
レ
ビ
ト
論

を
据
え
る
折
口
に
は
、
中
世
公
家
社
会
の
記
録
に
は
じ
ま
り
、
昭
和
三
年

の
新
聞
ま
で
、
神
膳
供
進
の
作
法
の
こ
と
は
熟
知
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る

が
、
こ
れ
を
一
蹴
し
て
い
っ
た
の
は
何
故
だ
ろ
う
。
ま
だ
回
答
は
闇
の
な

か
に
あ
る
。
…
…
…

　

但
し
、
昭
和
か
ら
平
成
へ
、
そ
し
て
令
和
へ
と
、
大
嘗
祭
論
議
の
結
果
、

近
代
日
本
の
学
問
史
の
方
向
性
が
大
き
く
修
正
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
だ
け

は
確
か
な
こ
と
で
あ
る
。

（
令
和
大
嘗
祭
の
二
カ
月
前
に
）

注（
1
）
岡
田
莊
司
『
大
嘗
祭
と
古
代
の
祭
祀
』
吉
川
弘
文
館
、
平
成
三
十
一
年
。
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（
2
）
斎
藤
英
喜
『
折
口
信
夫
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
平
成
三
十
一
年
。

（
3
）�
塩
川
哲
朗
「「
真
床
襲
衾
」
を
め
ぐ
る
折
口
信
夫
大
嘗
祭
論
と
そ
の
受
容
に
関
す

る
諸
問
題
」（『
國
學
院
大
學　

校
史
・
学
術
資
産
研
究
』
十
一
号
、
平
成
三
十
一

年
）。

（
4
）
牟
禮
仁
『
資
料
集　

大
嘗
祭
論
抄
・
全
』
神
社
新
報
社
、
令
和
元
年
。

（
5
）�

岡
田
莊
司
「
天
武
朝
前
期
に
お
け
る
天
皇
新
嘗
と
伊
勢
斎
王
」（『
古
代
の
信
仰
・

祭
祀
』
竹
林
舎
、
平
成
三
十
年
）。

（
6
）�

岡
田
莊
司
「
古
代
神
祇
祭
祀
体
系
の
基
本
構
想
―
天
社
・
国
（
地
）
社
祭
祀
制
―
」

（『
神
道
宗
教
』
二
四
三
号
、
平
成
二
十
八
年
）。

（
7
）�

和
田
英
松
『
新
訂　

官
職
要
解
』（
講
談
社
学
術
文
庫
、
所
功
校
訂
、
昭
和

五
十
八
年
）、
浅
井
虎
夫
『
新
訂　

女
官
通
解
』（
講
談
社
学
術
文
庫
、
所
京
子
校

訂
、
昭
和
六
十
年
）。

（
8
）�

仁
藤
敦
史
「
ト
ネ
リ
と
采
女
」（『
古
代
王
権
と
支
配
構
造
』
吉
川
弘
文
館
、
平
成

二
十
四
年
、
初
出
平
成
十
七
年
）、
伊
集
院
葉
子
「
采
女
論
再
考
」（『
日
本
古
代

女
官
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
平
成
二
十
八
年
、
初
出
平
成
二
十
四
年
）。

（
9
）�

佐
藤
全
敏
「
天
皇
の
食
事
と
贄
」（『
平
安
時
代
の
天
皇
と
官
僚
制
』
東
京
大
学
出

版
会
、
平
成
二
十
年
、
初
出
平
成
十
六
年
）。

（
10
）�

岡
田
精
司
「
大
化
前
代
の
服
属
儀
礼
と
新
嘗
」（『
古
代
王
権
の
祭
祀
と
神
話
』
塙

書
房
、
昭
和
四
十
五
年
、
初
出
昭
和
三
十
七
年
）。

（
11
）�

岡
田
莊
司
「
昭
和
後
期
、
古
代
神
祇
祭
祀
論
を
め
ぐ
っ
て
―
岡
田
精
司
氏
の
学
説

―
」（『
神
道
宗
教
』
二
五
四
・
二
五
五
合
併
号
、
令
和
元
年
）。

（
12
）�

折
口
信
夫
「
宮
廷
儀
礼
の
民
俗
的
考
察
―
采
女
を
中
心
と
し
て
―
」（『
折
口
信
夫

全
集
』
十
六
、
中
央
公
論
社
、
昭
和
三
十
一
年
、
初
出
昭
和
七
・
八
年
）。
同
論
考

は
、
昭
和
七
年
十
一
月
『
國
學
院
大
學
紀
要
』
と
同
八
年
八
月
『
國
學
院
雜
誌
』

に
掲
載
さ
れ
た
も
の
。

（
13
）�

伊
集
院
葉
子
、
注
（
8
）
論
考
。

（
14
）�

岡
田
莊
司
「『
内
裏
式
』
逸
文
「
神
今
食
」
条
に
つ
い
て
」「『
内
裏
式
』
逸
文
を

め
ぐ
っ
て
・
再
考
」（『
大
嘗
祭
と
古
代
の
祭
祀
』吉
川
弘
文
館
、平
成
三
十
一
年
）。

（
15
）�

所
功
『
近
代
大
礼
関
係
の
基
本
史
料
集
成
』
国
書
刊
行
会
、
平
成
三
十
年
。

（
16
）�

川
出
清
彦
『
大
嘗
祭
と
宮
中
の
ま
つ
り
』（
名
著
出
版
）、
安
江
和
宣
『
大
嘗
祭
神

饌
御
供
進
儀
の
研
究
』（
神
社
新
報
社
、
令
和
元
年
）、
木
村
大
樹
「
神
今
食
の
神

饌
供
進
儀
に
関
す
る
考
察
―
大
嘗
祭
卯
日
神
事
と
関
連
し
て
―
」（『
神
道
研
究
集

録
』
三
一
輯
、
國
學
院
大
學
大
学
院
、
平
成
二
十
九
年
）、
同
「
大
嘗
祭
の
神
饌

供
進
儀
に
お
け
る
「
秘
事
」
の
継
承
」（『
神
道
宗
教
』
二
五
四
・
二
五
五
合
併
号
、

令
和
元
年
）。

（
17
）�

木
村
大
樹
「
神
今
食
の
神
饌
供
進
儀
に
関
す
る
考
察
―
大
嘗
祭
卯
日
神
事
と
関
連

し
て
―
」（『
神
道
研
究
集
録
』三
一
輯
、國
學
院
大
學
大
学
院
、平
成
二
十
九
年
）。

（
18
）�

宍
戸
忠
男
氏
の
御
教
示
に
よ
る
。

（
19
）�

岡
田
莊
司
「
大
嘗
祭
祭
祀
論
の
真
義
―
遥
拝
・
庭
上
・
供
膳
祭
祀
―
」（『
大
嘗
祭

と
古
代
の
祭
祀
』
吉
川
弘
文
館
、
平
成
三
十
一
年
）。

（
20
）�

宍
戸
忠
男
「
貞
享
度
大
嘗
祭
再
興
攷
―
東
山
御
文
庫
蔵
霊
元
院
宸
筆
御
記
を
基
と

し
て
―
」（『
神
道
宗
教
』
二
五
四
・
二
五
五
合
併
号
、
令
和
元
年
）。

（
21
）�

榎
村
寛
之
「
斎
王
発
遣
儀
礼
の
本
質
に
つ
い
て
」（『
律
令
天
皇
制
祭
祀
の
研
究
』

塙
書
房
、
平
成
八
年
）。
ま
た
、
発
遣
儀
の
大
極
殿
図
（
一
八
四
頁
）
参
照
。

（
22
）�『
大
日
本
古
記
録　

後
二
条
師
通
記
』
上
、
岩
波
書
店
、
二
八
二
頁
・
図
版
参
照
。

（
23
）�

中
尾
瑞
樹
「
大
嘗
祭
≲
本
義
≳
考
―
陪
膳
采
女
の
祝
詞
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
論
究

日
本
文
学
』
六
十
二
、
平
成
七
年
）、
斎
藤
英
喜
「
大
嘗
祭
―
も
う
一
つ
の
秘
儀
―
」

（『
ア
マ
テ
ラ
ス
の
深
み
へ
』新
曜
社
、平
成
八
年
）、中
尾
瑞
樹「
祓
の
テ
オ
ロ
ジ
ー

―
卜
部
家
の
『
日
本
書
紀
』
研
究
と
祓
神
学
」（『
日
本
文
学
』
四
十
七
巻
五
号
、

平
成
十
年
）。

（
24
）�

宍
戸
忠
男
、
注
（
20
）
論
考
。

（
25
）�

岡
田
莊
司「
天
皇
と
神
々
の
循
環
型
祭
祀
体
系
―
古
代
の
祟
神
―
」（『
神
道
宗
教
』

一
九
九
・
二
〇
〇
合
併
号
、
平
成
十
七
年
）。

（
26
）�
岡
田
莊
司
「
稲
と
粟
の
祭
り
―
大
嘗
祭
と
新
嘗
」（『
大
嘗
祭
と
古
代
の
祭
祀
』
吉
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川
弘
文
館
、
平
成
三
十
一
年
、
初
出
平
成
三
十
年
）。

（
27
）�

宍
戸
忠
男
、
注
（
20
）
論
考
。

〔
付
記
〕
校
正
中
に
宮
内
庁
よ
り
「
大
嘗
祭
の
儀
関
係
資
料
・
御
告
文
（
先
例
）」
が
公

表
さ
れ
た
。
論
文
中
の
天
皇
「
御
祈
請
」
文
（
ａ
）（
ｂ
）（
ｃ
）
の
ほ
か
に
、
東
山
御

文
庫
本
の
元
文
三
年
「
大
嘗
祭
作
法
覚
次
第
」、
寛
延
三
年
桃
園
天
皇
お
よ
び
年
次
不
詳

の
御
祈
請
文
が
公
開
さ
れ
た
が
、（
ｂ
）（
ｃ
）
と
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
。


